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海上保安庁は，我が国沿岸域を主な観測対象海域とする中型測量船「明洋Jを3か年計画で代替建造し，

新「明洋」を平成 2年10月24日に就役させた。

新「明洋Jは，乙れまで行ってきた船舶の安全を確保するための海図作成作業に加えて，ー近年の大規模な

海上工事，栽培漁業，海洋レジャー等の新たな沿岸海域の利用に応える各種の観測と調査作業を行う多目的

測量船である。

そのため，新「明洋JICは港湾の測量及び気象・海象条件の厳しい外洋K面した沿岸海域の水路測量・観

測作業，災害時における緊急作業を長期にわたり ，安全かつ効率的K実施するための性能を具備している。
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2.主要目

本船は昭和63年度から 3か年計画で川崎重工業株式会社神戸工場で建造したもので，主要目は次のとおり

である。

船 型 船首楼付甲板型

全 長 60. 00 m 

型 。高 10. 50 ID 

型 深 5. 00 ID 

型喫 1.1< 約 3.00 ID （完成常備状態）

3. 主な性能

建造iζ際しての要求性能は下記のとおりである。

(1) ミランダ式 10メートル型測量艇の搭載

総トン数

排水晶

常用速力

最高速力

航続距離

連続行動日数

最大搭載人員

港湾測量，沿岸流観測等を本船と共同して効率良く実施するため

(2) パウスラスターの装備

停船して行う各穫観測作業を安全かつ効率的に行うため

(3）堪航性の確保

約 620トン

1, 030トン（完成常備状態〕

14. 5ノット（ 690rpm: cpp 20。）

15. 4ノット（ 720 rpm: cpp 22° ) 

約 5,600海里（ 14. 5ノットにて）

25日

38名

多少の荒天時iとおいても作業続行が可能となり作業能率を向上させるため

(4) 動揺・震動・騒音の軽減

電子機器その他の観測機器iと及ぼす悪影響を除去するため

(5) 良好な居住性の確保

長期行動時における乗組員の精神的，肉体的疲労の軽減のため

4. 一般配置

(1）観測区画

昭和61年11月竣工の中型測量船「天洋Jをモデノレとして海上保安庁装備技術部及び水路部関係者による打

合わせを行い，また，測量船乗組員の意見も参考Kし，水路業務の特殊性を考慮しつつ，業務が円滑かっ効

率的lζ実施できるよう次のとおり計画した。

イ 観測室

震動，騒音，動揺を少なくして，観測綴器搭載スペースを確保し，船橋との連絡を容易にするため，船橋

後部lと隣接して設置。

ロ 資料整理室

沿岸測量実施時IC，測量データ等を整理する専用区画として設置。震動と動揺が少ない船体中央部に篠保

したため居住区画が狭くなった。

ハ観測準備室

観測作業iζ使用する資機材の保管 ・組立 ・移動等の円滑化のためK後部甲板に設置。

ニ後部甲板
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甲板作業が安全かっ効率的lとできるよう配慮

居住区画等

その区画をできる限り広く確保するため，船型を長船首楼甲板型とし，船体中央部から船首寄りに寝室，

公室，調理室，事務室等を機能的lζ配置した。

また，長iDJ行動lとおける肉体的，精神的疲労を軽減するため，防震 ・防音対策を施し快適な居住環境の確

(2) 

業務管理官室

航海長室

船長室

1 0 m型測量艇

仁コ
資材整理室

｜煙突｜

間測長室

通信長窓

保を配慮した。

首楼甲板 ・航海船橋甲板第 l図

巻f品機

口
巻J話機口

公室（ 3 8名）

上甲板

主任室‘
ー守主司』

予備室

制
起
諜
亙
器

第 2図

機関室

乗員室主任室

乗員室

下甲板第 3図

測量艇及び甲板機械5. 

また，作業の能率的実施の本船iとは，港湾測量等を効率的K実施するため10メート Jレ型測量艇を搭載し，

ための下記甲板機械を具備しである。

FR P製60HPディーゼJレ機関付

最大荷重 5t 

1隻10 m型測量艇(1) 

ミランダ式1式向上用ボートダビット(2) 

防水型電動式1式向上用ボー トウインチ(3) 

2段変速ワービングドラム付横型油圧式

3 -

油圧式

l式

2式

ウインドラス

キャプスターン

(4) 

(5) 
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(6） 巻揚機 3式 採泥用 油圧式，観測用 油圧式

海上磁力計用 電動式は後日装備

(7) ギャロス 1式 油圧式使用荷重 2 t 

(8) ロープリ ール 2式 油圧式 クラッチ付

(9）雑用ダビット 1式 油圧式使用荷重 0. 5 t 

帥伸縮式L型ダビット 1式 伸縮油圧式 0. 9 t 

(ll) L型ダビッ ト l式 0. 5 t 

ω 観測監視用テレビジョン装置 1式 テレビ（2) カメラ（3)

帥舷門監視用テレ ビジョン装置 1式 テレビ（1) カメラ（1)

6. 航海計器等

本船は，航行区域として近海（非国際）の資格を取得し，次のような航海計器等を具備している。

(1）操船装置 1 自動操舵装置航跡表示装置複合狽lj位装置遠隔操舵装置操縦用

機器

(2) 海上監視装置

(3) 水路業務装置

(4) 方位測定装置

(5) 船速距離計

(6) パウスラスター

円

L

1品
円

ノ

U

噌

i

1ふ

航海用レーダー （X,Sバンド）

航跡表示装置

磁気コンパス ジャ イロコ ンパス（自動速度誤差修正装置付）

電舷ログ

CP P式スラス ト 約 3.8 t 

7. 測量 ・観測機器

本船は，主として我が国周辺の沿岸域における水路測量，地震予知調査，海象観測及びその他各種の調査

を総合的 ・能率的に行い，新しい海洋時代の情報を提供する最新鋭の測量 ・観測機器を装備している。

特IC複合測位装置，ナローマルチ ビーム音響測深機（シー ビーム 2000/12），水深測量自動集録処理装置，

地層探査機（スパーカ），多厨音波流速計，流況解析装置等を搭載しており，それらの一覧表を第 1表に示

すとともに搭載機器の概説をする。

(1）複合測位装置

本装置は，Hybridnavigationシステムとも称され，セナー脚社製の型式Pos-Pack/WIで，テーィファレン

シャJレに対応した米国マグナボックス社製Gp S受信機3台，ロランC受信機2台，精密電波測位機，セシ

ウム原子周積数発信器，基準時計，データ入力処理部，中央処理装置，磁気テープ装置，固定ディスク装置，

光ディスク装置，プロッター装置，プリンタ ー， グラフィックタ ーミナJレ，モニタービデオ等から構成され

る。（写真 1) 

各測位機及びジャイロ，ログ，多屈音波流速計と組み合わせ， リアノレタ イムにおける精確な船位を求める

装置であるが，単純K船位を求めるだけではなく ，中央処理装置である32MBのHP 9000/835 CHXコン

ピュータとは，シービーム 2000，浅海音響測深機，スパーカ ，海上磁力計，海上重力計，サイ ドスキャンソ

ナー，風向 ・風速計等と結合のほか，後日装備予定のCT D ， 投下式鉛直水温連続演~定装置 e x BT）等と

も結合予定にしており，既K観測室～後部観測j準備室聞の船内配線は終えている。とれら中央処理装置と結

合され各観測機器の記録（紙）上には，必要な日時，経緯度，測線番号等が自動的に記入され，船橋，観測
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第 1表 測量船「明洋」搭載観測機器一覧表

観測機器名 観測機器の概要及び性能 備 考

各種浪u位機の計測データを複合的に解析処理し，最確位置を決定

複 合測位装置
する。又，各観測機器iと測位情報等を提供すると共iζ同時にそれ

らの情報を収録し，操船誘導，測位監視，航法計画等を援助する

機能を有する。

航跡表示装置
海図情報，測位情報，航海情報等をディスプレイ上に重畳表示し，

本船の航跡，予定航路，目的地等を確認する

ナムロ音ー響マル測チ深ビ機ー
浅海域から深海域iζ至る水深の約 2倍までの精密な海底地形をク

ロスファンビーム方式により調査すると共に自動図化する。

7.k深測昆自動集録 測量艇搭載の集録部からの生データを本船の処理装置により編集

処 理 装 置 後，水深図，等深線図等を自動図化する。

浅海音響測深機
最大可測深度350ID, 210 kHz，デジタ Jレ，アナログ記録，ヒープ

センサー（上下動補正）付

海上重力計 海上における約 10,000 Galまでの重力値を述続測定

海上磁力計
船尾後方 200～300ID k検出器を曳航し，地球磁場を測定。測定

範囲 30,000～50, 000ナノテスラ

多層音波流速計
航走中lζ深度 700ID, 128屑までの海潮流の鉛直分布（流向 ・流

i却を連続測定。 75kHz，水温計付

精密電波誘導装置
測位船（艇） I乙主局，陸上lと数局の従局を設置して海上における

精密な位置を決定。米国デルノーテ社製トライスポンダー

採泥用巻揚機 C¢ 6 mm×3. 000 m），ワイヤー傾角隠視表示装置及

巻 毎 機 びワイヤーメンテナンスツーjレ付属。観測用巻揚機（¢10.4mm× 

2, 200 m，ダフツレアーマードケーフソレ）， RO  VとCT D兼用

エネ Jレギーソース部のコンデンサに蓄積した約 3.800V DCの高
地層探査機

電荷エネ Jレギーを水中放電し，その音波を利用して海底の表面地（スノf ーカ）

j冒と深部地！国を記録。米国EG&G社製 8,000 J 

多素子音響測深機
測量艇の舷側に各々 2本の送受波器を取付け，浅海域の測深を行

う。千本電気製PDR 501型，デジタノレ深度集積装置付属

C T  Dシステム 停船して電気電導度，水温，深度を測定。

自記験流器 海面下50mまでの糊l流を測定 ・記録する。 MTC-2型 3式

流 況解析装置 流速計等のデータを解析，処理，図化する

自記式流向流速計 潮流の流向 ・ 流速，水源（~導度）を測定 R CM-4S 3式

水中切離装置
海中lζ設置した自記式流向流速計等と共lと使用し，指令により計

器を浮上回収

ノ、イドロフォン 海中lζ設置した自記式iJl.iJ器から水中音波信号を受信してリアノレタ

レ シーノイ ー
イムでデータの読取りを行う。又，その作動状況と存在を確認
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観測機器名 観測機器の概要及び性能 備 考

流速計と共iζセJレコーJレブイを設置し，随時測量船から呼出しを
浮標選択呼出装置

行い，その存在位置を確認する

40MHz方向探知機
流速計と共lζ水没式発信器を設置し，浮上した時点で発信される

電波により，その存在位置を確認する

験潮器等設置器材 験流器，流速計等の設置機材

採 泥 器 柱状採泥器，スミスマッキンタイヤ型，円筒型ドレッジ等

小型サイ ド 海底地形，地質，障害物等の調査に使用。探査距隊25～600m, 
持込み機器スキャンソナー

米国EG&G社製 260型，巻場機 1トン

室，後部観測準備室（作業甲板） IC 

設置したモニタービデオには，年月

日，時刻，経緯度（船位），針路，

船速（対地），測線 ・測点誘導，水

深，風向，風速等の情報を表示し，

各測定データは前述の記憶装置に自

動収録するとともに，航跡表示装置，

プリンター，グラフィプロッター，

ックターミナJレ等iζ出力する。乙の

ように複合ifliJ位装置は，搭載観測機

器は勿論，航海計器聞との信号送受

を総合的 lζ コントロールし，測量

船の運航にはなくてはならない装置 複合測位装置写真 1

である。

が新たに開発した最新鋭のナローマJレチビーム音響

シービーム 2000/12

Instrument Corporation ( G・I社）

測深機で，測量船「明洋Jが世界の海洋観測船iζ先駆けて装備したものである。

(2) 

米国General

本機の原理は基本的には「拓洋Jのシービーム，「天洋」のハイドロチャートと略同様であるが，水深10

m～11, 000までの広域幅測深を行う海底地形調査システムで一回の送受信で水深の約 2倍までの左右舷方

向の測深幅を得る乙とができ46本の極めて指向性の鋭いクロスファン音響ビームで測得した水深の等深線を

プロッター紙上に航跡に従ってリアJレタイムに船上で自動作図を行う。（第 4図）

その特徴を列挙すれば

水深の約 2倍の横方向の等深線をプロッター紙上lζ航跡K従い自動描画。

受披器アレイ取付けに船腹角100が必要。

測量幅の全ビーム強度ぞ表示。

最も新しい7'）レチ測深の海底断面を水深に対応して彩色表示。

①

②

③

④

⑤

 ビーム強度のロール紙上へのコンタリング。
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明洋

SEA BEAM 

拓洋 SEPT 1982 

HYDROCHART fl 

天洋 FEB1987 

16 beam syslem 

12 KHz 

10m～ 11, 000 m 

92 ° 

12K Hz 

45 m～10, 000 m 

42° 
one Mray moun1ed under keel 
nxcd 2 213 degree beam w』idlhs

4J1' area In印刷

..I 
l Transmilled Beam 

(2 'lJ3 degre田）

36KHz 

10 m～ 1, 500 m 

17 beam systen1 104 ° 
alternating port and starboard arrays 
variable beam widths "・ ，.叶.") 

~ area insonified 

_/ 
/ Transmi削 Beam

(5 degrees) 

第 4図 ナローマルチ ビーム音響測深機一覧図
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⑥ 水深の等深線をローノレ記録紙上へ航走と共に記録。

⑦ 船の大きさに従い送受波器の数を変更できる。

③ ソフトウェアー処理上で使用される受波器の数は，荒波の影響によって外側の受波器が高雑音で使用

できなくなった場合等，操作者により変更可能。

⑨ ビーム出力間隙を変更する ζ とにより出力データ密度を変更出来る。

⑪音響データ解析記録部を付加するととにより，計測中の雑音段視，誤測深監視に必要な反射被のアナ

ログ・デジタ Jレ記録，海底の底質区分ができる微細反射強度記録を取得可能。

シービーム 2000/12の機構としては，送信ビームが船折尾方向iζ直角となるように28本の送波器（送波

アレイ）を約 3mの長さで船底のキーJレ上iζ取付け，乙の送波アレイとT字型になるように， ζの船首側K

84本の受波器（受波アレイ）が船腹角10°で，左右両舷対称lζ長さ約 5m余で装備されている。（写真 2'3) 

写真 2 シービーム 2000/12送受波器

写真 3 シービーム 2000/12送波器

定絡電源、から所要の電気信号を周波数12ほ{z，パルス

幅2, 7, 20ms （浅海～中深海～深海）送信ビーム角

120 °× 2 0 （左右×前後：以下同級） 28本の送波器（送

波アレイ）から鋭いファンビームlζ変えて海底に向か

つて放射する。海底で反射された微小信号は，受信ビ

ーム角 20×15°×84本の受波アレイで受信後，増幅さ

れ位相整形回路で2。× 20×46本のビームに成形され

る。乙れらの各成形ビームは斜角と往復時聞から水深

と測量船からの横方向の距離を算出，更にコンピュー

タによりローリング，ピッチング及びヒープ補正した

正確な水深と位置が求められプロッターにより等深線

が自動作図される。

なお，測定環境条件として次の数値以下が一つの目

安となっている。船速15ノット，ローリング最大士

10。，ピッチング最大士 7.5°，シーステイ卜 4。

(3) 水深測量自動集録処理装置

測量船「天洋J搭載の問機lζ若干のハード ・ソフト

ウェアを改良したが，その構成 ・内容は殆ど変わらな

い。本装置は，搭載（測量）艇に装備する集録部と母

船に装備する処理部lζ大別でき，英国レイカノレ ・マリ

ン社製の「システム 990」を選定した。

集録部は，千本電機製多素子音響調l深機（ PDR501)

及び米国デJレ・ノーテ社製精密電波狽lj位機（Tnspon-

der 542) より，水深と位置のデータを取込んで評価し，ディスク K，日付，時刻，視lj位の生データ，座標

値，水深等を集録する。集録音官のコンピュータは，データターミナノレ，ディスク装置，プリンタと各インタ

ーフェイスに接続され，乙れら周辺機器間でデータの送受及び演算を行う。

処理部は，母船（陸上） κ設置され，集録部で集録した水深データに対し．て潮位，水中音速度等の補正，

その他必要データの加除訂正を行った後，調u量成果を編集（出力）する装置である。構成は，メイン・コン

-8-
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ピュータを初め，データターミナJレ，ディスク装置，プリンタ，カラーグラフィックディスプレイ，デジタ

イザから成り，乙れらを使って水深データの選択，抽出，及び等深線を手入力で編集し， AO版サイズの水

深図，航跡図等を現地で作成することができる。

システム中で使用されるメインコンピュータは ROM256 KB及びRAM4MBのメモリーを有し，ディス

ク装置はウインチェスター（20MB）とフロッピーディスク（1.42MB）ならびに弘インチ磁気テープ装置

で構成されている。

乙れ等lζ格納されるデータは ①時刻 ②経緯度，③水深 ④フラッグ（水深値が最浅値か，平均値か，

最深値かの識別）が一組となっている。

(4）浅海音響測深機

本測深機は，西独クルップ ・アトラスネ土の中心周波数 210kHz，指向幅全角 go送信出力 150W，最大可

測深度 350mの性能を有する型式名アトラス ・デソ20でヒープセンサー（上下動検出器）の出co-10を付属

して，信号雑音比 CS/N比）の優れたアナログ ・デジタノレの水深記録が船速15ノット，ローリング土20。，

ピッチング±100，波高範囲土 5m以内の測定条件の下で取得できる仕様になっている。

本機の一般的機能としては

⑦ ヒープセンサーの上下動信号により，測深データであるアナログ信号及びデジタル信号を校正する。

②複合測位装置へ測深データ信号を送り，収録及びプリンター出力すると共lζ同装置から年月日，時刻，

喫7.k，測量区域，測線番号，船名等の情報を受け記録紙上lと任；怠lと書き込める。又，タイムマーク指定

iとより， 1分間隔及び10分間隔の固定線，通し番号等を印字する ζ とができる。

③ 測深機の送受信を停止して，シービームより直下水深信号を受けてアナログ記録が描薗できる。

④ 水中音速度，レンジ及びシフトをアラビア数字Kて記録紙上lζ表示する。

⑤ 測深精度は，アナログ表示土 0.12 ~ぢ± 1. 5 cm，デジタル表示土 0.12 % ± 1. 5 cm土1数字。

⑥ ドラフ卜補正は， O～9999cmで 1cmステップ補正可能。

等々が挙げられる。

(5) 多層音波流速計 （ADCP)

本流速計は，米国 R.D社製の型式RDVM75の船舶搭載型で， 1842年オース卜リアの物理科学者C.]. 

Doppler kより明らかにされた音波のトップラー原理を用いている。即ち，船底の送波器から発射された超

音波は水中lζ浮遊するプランクトン等の微小生物やチリ及ひ海底から反射されて受波器に戻ってくる時の周

写真4 多層音波流速計船底送受波器

波数の変位置を測定し，航行中の船から海流の水平成

分を最大水深約 700mまでの最大 128層の流速測定を

行う。海底面が音波ビームの到達範囲内にある場合は，

絶対流速を対地船速と共に求める乙とができ，そうで

ない場合はGp S，ロランCなど仙の航法装置より船

速を算出し，絶対流速を求める乙とができる。乙の対

地速度と対水速度から海流の方向と速度を誤lj定する計

器である。（写真 4)
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D=2ft(V・cos8)/C 

送受j皮器
D: ドップラ一周波数シフト

ft 発射時の周波数

v: 測定屈の流速。流速ベクト Jレと超音波ビーム角度

c: トランデューサー表面での水中音速
現lj 定膚

一一、超音波ビーム

次lと，本計器の仕様を示す。（第 2表）

第 2表多層音波流速計仕様

75kHz 150k Hz 300kHz 

発 ｛言 周 波 数 75kHz± 2 kHz 150kHz土 4kHz 300kHz±8kHz 

ビーム幅（＠ 3 d Bダウン） 土7.5°以下 土3.5 °以下 土 2.2。以下

ビ .}... 数 4ビーム

ピ .}... 角 度 鉛直方向に30° 水平面lζ90。間隔

最 大海底探知深度 900 m以上， 450m 以上， 270m以上

最 大海底測定深度 700 m以上， 350m以上， 250m 以上

流 速 狽リ 定 範 図 土 1,000 cm/sec 

調u 定 層 数 4～128層

測 定 層 厚 l, 2, 4, 8, 16, 32mのいずれかを選択

長 WJ 誤u 定 精 度 土0.2%(0F READING）土 0.5 cm/sec 

(6）採泥・観測用巻揚機

採泥巻揚機は，鶴見精機綿製の型式TS-5Pで油圧式，重量約 1,650 kg，ワイヤ－ ¢6皿皿× 3.000 m, 

巻場速度 4m/rnin以上，巻湯能力 1トン×76m/min以上，無段変速，正逆回転可能，ワーピングドラム，

ワイヤー捌き， リーパス務。

線長計はデジタ JレLCD5桁表示，張力計はアナログレコーダー付及び危険張力任意設定可能で音量調整

箸報ブザー付とした。

また，本機lζは，付属装置として水路部が新しく開発した「ワイヤー傾角監視表示装置」を装備した。

とれは，水路部技報第 8号（平成元年12月）で詳細に記述したとおり，従来のワイヤレスマイク Kよる後部

から船橋lζ対する操船指揮を改め，後部作業甲板の門型クレーンから海中lζ至るワイヤーの方向 ・傾斜角等

をジンパJレ機構を持つ自動検出滑車により測定する。乙の測定データをマイクロコンピュータで計算後，最

終的には狽ij量船K対するワイヤーの繰出し方向（位置）の画面が巻場機側，観測室，船橋の操船コンソ －｝レ
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Ir:組み入れた 3台の遠隔液晶ディスプレイ上にリアルタイム表示されるととにより，船橋においてはCpp 

パウ ・スラスター等の操作が迅速に行えるばかりか作業の安全性，効率性に寄与するものである。乙の

付属装置の機能を正しく維持 ・管理するため，門型クレー ン側面K配官した清水と高圧エアーパイプlζ ワ

ンタッチ・カップラーで連結するワイヤー洗浄器及び機側に取付けてドラム回転速度に連動したグリース塗

布量を自動調整する塗布器から成る小型・軽量で操作が簡単な「ワイヤーメンテナンスツーJレJを付帯器

具として作製した。

観測用巻揚機も鶴見精機綿製の型式TS-5P-C Bであるが，本機は， CT D及びR0 V両機の使用を

兼用するものとして搭載した。主要諸元は採泥巻揚機と略同様であるが， φ10.5 mm×2, 200 mの10芯程度

のアーマードケーフソレを使用するため，巻取りドラム回転軸は雑音の発生源を最少限にしたスリップリング

機構を採用した設計である。（平成 2年 12月現在，ア－？ードケーブJレ及び船上記録式CTD, RO Vは未

装備）

(7) 自記塩分温度深度記録装置（ CTD) 

電気電導度（Conductivity），水温（Temperature) ，深度（Depth）を測定する装置で通常CT Dと称

されている。 CT Dは，海中に吊り下げたアーマードケーフソレで計測データを伝送する船上記録式と，水中

ユニット内部で自記記録する自記記録式とがあるが，本船は後者を使用する。

水中ユニット部には，カセット磁気テープが内臓されており ，巻錫機を使用して深度 6.000 mまで計測す

るととが可能である。観測室では，乙のデータを解読し解析演算して得られる塩分，密度，音速度等のデー

タを加えてMT Iζ収録すると共IL:，プリンタによる作表及びプロッタによる作図（塩分，水温，鉛直プロフ

ァイラーやT-Sダイヤグラム）を行う。

(8）地層探査機

本機は，測量船「天洋」搭載の機器と同ーの仕様 ・構成で，通称スパーカと呼ばれ米国 EG& G社製の

8000ジューノレシステムを採用した。

地問探査機は，精密海底地形 ・地質構造測量及び地震予知調査等において，測量船のコンデンサー（キャ

パ、ンタパンク） Iζ蓄電した約 3,800 V D  Cの高電圧電荷エネJレギーを船尾より曳航した送信電極のスパーク

アレイにより海中で火花放電させ，その際発生する衝撃波（音波ノ~）レス信号）が海底及び海底下の地層境界

面にあたり，反射されて戻ってくる信号を曳航しているハイドロフォン（受波器）で受信後，記録器にアナ

ログ記録させ，乙の記録を解析するととによって断層や地層の走向，規模，j早さ等，海底下数百メート Jレま

での詳細な地質構造資料を得る ζ とができる。（第 5図）

7. あとカTき

測量船「明洋」を建造するK当っては，先ず，迎え来る「海洋の新時代を担うに相応しい海洋観測船Jを

念頭IL:，港湾 ・沿岸の測量，観測，調査のみに止どまらず気象 ・海象条件の厳しい外洋lζ面した沿岸海域の

困難な作業，災害時等における緊急業務を長期にわたり実施するため，次のような配慮と工夫 ・設計がなさ

れた。

(1) 限られた行動日数で十分な成果をあげるための，船速のスピードアップ，パJレパスパウ，パウ・スラ

スター，ツインラダーの採用等，機動力の充実及び搭載観測機器の高性能と自動化。

(2) 港湾 ・沿岸域での業務を効率よく実施するため， 10m型測量艇のミランダ方式による揚降。

(3) 現地収集観測データを速やかに編集 ・処理するための，資料整理室の設置。
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電源設備 1
喪:!11旦＇＿l!.J•－~.fl
Z20V S0-60Hz 

8000ジュールシステ ム .1 KVA単相

232A型電源盤

電源設備2
興業員L住 宅定繍
IOOVAC, 50-60Hz 

SOOVA，単姻

、、

定m庄裟iii.
｛男庄 トランス含む）

Vol.9.1991 

231！盟キャパシタ・パンク 115V 115V 4 』 J弓二＝＝二二芸ス LSR-1811！型
〈ン ｝／，＼｛lf:/1〆 記録器

一一一ーー一＋一一一一一一一ーイ／ (TVG付｝

233型繍助キャパシタ・パンク

・凹Oジュール ：2台 I 3800VDC 

~ 
第 5園 地層探査機（スパーカ）構成図

(4) 大型観測器材搬入のための，観測室上部天井開閉ハッチの新設。

(5) 後部作業準備室の設置及びその低床化と大型開閉扉の採用。

データレコーダtオ7ション｝

r一一＼＼

(6) 後部甲板作業スペースをより広く活用するための，スラ イ ド式フソレワーク開閉扉の採用。

(7) 重量物運搬のための，油圧式シークレー ン，同開閉ハッチ，伸縮式L型タ ビットトロリ ー用レーJレの

12一



水路部技報 Vol. 9. 1991 

設置。

(8) 観測機器K悪影響を与えないための，船体の動揺，振動及び機関音の減少。

(9) 乗組員の精神的 ・肉体的疲労を怪滅するための，居住区，上乗り職員を考慮した十分な予備室。

等であり，限られたトン数，大きさのため十分とは言えない面も多いが，各種の計器を初め，観測機器は最

新のものを採り入れており，他の装置等とともに威力を発揮し，必ずや優秀な成果が上がるものと期待される。
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